
ご使用の流れ（画面紹介）

1 全体の流れ

エコリーフ環境ラベル作成支援システムがお手元に届いたら、以下のようなイメージでご使用いただき

ます。目的に応じて、「ラベルの作成」または「データの解析」を行ってください。
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（ データシートの取込 ※事務局からの指示があった時のみ）

1 原単位・特性化係数の取込 （システムの初回インストール時など）

2 ライセンスファイルの取込 （事務局から送付いたします）

6ｂ 解析処理

計算処理

データ表示
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3 製品概要・フロー図等入力

4 内訳データ入力

5 解説データ入力
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6a ラベル作成

リサイクル 処理

計算処理

データ表示

検証書類作成

一括処理

計算処理

データ表示

検証書類作成



＜画面紹介：トップ画面＞

1

データのインポート・エクスポートや、バックアップ等を行えます。

ソフトの使用期限

日本語版ラベル作成

英語版ラベル作成

各様式作成

提出用ファイル一式作成

（日本語・英語）



1. 原単位・特性化係数（

まず、マニュアルに沿

ます。（ファイルは、【

2. ライセンスファイルの

エコリーフが提供する

エコリーフ事務局から

使用期限更新を行っていただきます

事務局が

（データベース）の取込

沿って、原単位と特性化係数のファイルの取り

、【マニュアル】フォルダの中に保管されています

ライセンスファイルの取込

する運用期限データの取込

から送付されるライセンスキーを使い、マニュアルに

っていただきます。

が発行するライセンスを登録することで、使用可能となります

り込みを行っていただき

されています。）

マニュアルに沿って本システムの

ソフトの使用期限が

表示されます。

となります。



1. 製品概要の入力

製品の名称、形式、単位

同時に記入を行っていただけます

2. フロー図等の入力

単位などの概要項目を記載していただきます。英語版

っていただけます。

製品の部品構成、

ローを Excel 上で

（本作業は手作業

英語版ラベル発行の場合も、

、製造フロー、ステージフ

で入力して頂きます。

手作業となります。）



3. 内訳データの入力

「製品用」「製造サイト用」「ステージ用」の内訳データシートのデータ入力していただきます。

4. 解説データの入力

各内訳データシートの解説文書の入力を行っていただきます。解説内容は様式３へ記載されます。

英語版の入力も簡単に作業出来ます。



計算出力

データ入力後は、ラベル作成またはデータ

6a ラベル作成

ラベル公開の際は、全様式

様式１～３（ＰＤＦファイル

ソフトウェアは、「提出用

うボタンがありますので、

てエクスポートすることが

またはデータ解析を簡単に行うことが出来ます。

全様式を事務局に送付いただき、確認完了後に

ファイル）を後送いただくことになります。本

提出用ファイル作成」（日本語版・英語版）とい

、提出用様式を 1 つの Excel ファイルとし

てエクスポートすることが出来ます。

日本語版ラベル作成
英語版ラベル

各様式作成

提出用ファイル一式作成

（日本語・英語）

作成
ラベル作成



＜エコリーフの検証書類一式＞

6b 解析処理

応用ソフト部分として、本

荷が計算できるため、製品全体

社内の環境配慮設計をより

＜ 解析データの表示 ＞

本システムではデータ解析を行うことができます

製品全体の環境負荷に最も大きく影響を及ぼす部組

をより効率的に進めることが出来ます。

うことができます。部組ごとの環境負

部組を特定することで、

製品の部組単位で、

各ステージの付加項目

を表示し、グラフ化す

ることが出来ます。


